
「
目
色
部
眞
時
」
孜

黛

弘
　
道

は
じ
め
に

　
桓
武
天
皇
は
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
十
二
月
戊
戌
勅
を
以
て
天
下
に
布
告
し
、
来
年
八
月
計
日
迄
に
（
氏
族
）
本
系
帳
を
上
進

し
了
え
る
よ
う
命
じ
た
（
、
）
こ
れ
が
『
新
撰
姓
氏
録
』
撰
述
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
系
帳
の
上
進
は
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ト
モ
　
ス
ト
サ
ン
ト
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ダ
　
　
メ
　
　
　
　
ヲ

逞
々
と
し
て
進
ま
ず
、
『
姓
氏
録
』
の
序
に
よ
れ
ば
「
是
以
難
レ
欲
レ
成
二
之
不
日
一
、
而
猶
十
二
歳
於
弦
一
、
京
畿
本
系
未
レ
進
二
過
半
一
。

　
リ
テ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

今
依
二
見
進
一
以
レ
類
詮
　
」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
姓
氏
録
』
所
掲
の
諸
氏
は
右
の
勅
に
応
じ
て
本
系
帳
を
上
進
し
た
氏
族
で

あ
り
、
当
時
実
在
し
た
氏
族
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
『
姓
氏
録
』
所
掲
の
諸
氏
の
中
に
は
他
の
史
料
に
関
係
氏
名
・
人
名
が
全
く
求
め
ら
れ
な
い
例
が
少
な
く
な
い
（
，
）
。
こ

う
い
う
場
合
は
『
姓
氏
録
』
に
拠
っ
て
そ
の
実
在
を
信
ず
る
他
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
考
察
す
る
「
目
色
部
眞
時
」
も
そ
の
よ

う
な
氏
姓
の
一
例
で
あ
り
、
そ
の
実
在
は
疑
う
べ
き
で
な
い
が
、
そ
の
実
態
は
杳
と
し
て
闇
の
中
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
同
氏
に
つ
い
て
考
え
た
と
こ
ろ
を
披
露
し
て
諸
賢
の
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。
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「目色部眞時」孜（黛）

奇
姓
「
目
色
部
眞
時
」
と
は
1
先
行
学
説
の
検
討
1

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
神
別
に

　
　
目
色
部
眞
時

　
　
　
同
神
（
神
魂
命
）
十
二
世
孫
大
見
尼
之
後
也

　
と
見
え
る
。
同
書
に
は
「
飛
鳥
部
」
を
は
じ
め
「
某
部
」
の
例
は
数
多
く
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
「
某
部
」
の
下

に
「
眞
時
」
と
い
う
意
味
不
明
の
語
を
随
伴
す
る
例
は
他
に
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
某
部
臣
」
な
ど
の
よ
う
に
姓
を
併
称

す
る
例
は
多
い
が
、
「
眞
時
」
は
姓
と
も
思
え
な
い
。
「
目
色
部
眞
時
」
と
は
｝
体
如
何
な
る
氏
姓
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
取
り
敢
え

ず
先
行
学
説
を
見
て
み
よ
う
。

　
そ
の
第
一
は
栗
田
寛
の
「
新
撰
姓
氏
録
考
謹
（
、
）
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

　
　
目
色
部
眞
時
同
神
十
二
世
孫
大
足
尼
命
之
後
也

　
　
目
色
部
眞
時
を
訂
正
本
に
マ
シ
コ
ベ
ノ
マ
ト
キ
と
よ
め
る
さ
も
あ
る
べ
し
、
さ
れ
ど
此
姓
他
に
讃
例
な
け
れ
ば
其
義
も
知
り
か

　
　
た
し
、
色
を
一
本
に
包
と
あ
り
、
拾
芥
抄
姓
　
録
部
、
ま
た
姓
名
録
抄
に
も
目
包
部
眞
時
と
あ
り
て
傍
訓
も
な
し
、
大
足
尼
命

　
　
も
考
ふ
べ
き
た
つ
き
な
し
、
足
を
一
本
に
見
と
作
り
、

　
と
見
え
る
。
右
に
見
え
る
「
目
包
部
」
は
「
マ
カ
ネ
ベ
」
と
で
も
訓
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
て
も
他
書
に
見
え
ず
、
「
考
ふ

べ
き
た
つ
き
な
し
」
と
言
う
他
は
な
い
。

　
次
に
太
田
亮
の
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
（
、
）
」
を
見
る
と
そ
れ
に
は
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「目色部眞時」孜（黛）

　
　
目
色
部
眞
時
　
マ
シ
コ
ベ
ノ
マ
ト
キ
　
摂
津
の
古
族
、
神
魂
命
の
商
に
し
て
、
姓
氏
録
、
摂
津
神
別
に
「
目
色
部
眞
時
　
同
神

　
　
十
二
世
の
孫
大
足
（
一
本
見
に
作
る
）
足
尼
の
後
也
と
載
せ
た
り

　
　
と
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
目
色
部
の
項
を
も
立
て
「
伴
部
の
一
た
り
し
か
詳
な
ら
ず
」

　
と
し
て
い
る
。
更
に
佐
伯
有
清
の
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
（
，
）
」
を
見
る
と

　
　
目
色
部
眞
時
　
同
じ
神
の
十
二
世
孫
大
見
尼
の
後
な
り
。

　
　
目
色
部
眞
時
　
目
色
部
眞
時
の
氏
名
の
由
来
は
未
詳
。

　
　
目
色
部
眞
時
氏
の
一
族
の
人
名
は
、
他
の
史
料
に
見
え
な
い
。

　
　
大
見
尼
　
こ
の
人
名
は
他
に
見
え
な
い
。
白
井
宗
因
訓
点
『
新
撰
姓
氏
録
』
以
下
の
版
本
は
「
大
足
尼
」
に
作
り
、
栗
田
寛
は

　
　
「
大
足
尼
命
も
考
ふ
べ
き
た
つ
き
な
し
、
足
を
一
本
に
見
と
作
り
」
と
す
る
。
大
見
尼
が
大
見
足
尼
な
ら
ば
、
大
和
国
神
別
の

　
　
委
文
宿
祢
条
に
見
え
る
大
味
宿
祢
と
同
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

　
と
あ
る
。
以
上
の
三
書
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
（
一
）
此
姓
は
「
マ
シ
コ
ベ
ノ
マ
ト
キ
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。
（
二
）
此
の

一
族
の
人
名
は
他
に
見
え
な
い
。
（
三
）
此
の
氏
名
の
由
来
は
未
詳
で
あ
る
。
の
三
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
「
目

色
部
眞
時
」
に
つ
い
て
の
先
学
の
研
究
で
は
殆
ど
何
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
研
究
・
解
明
の
手
懸
り
さ
え
見
出
せ
ず
、
闇
中
を
模
索
す
る
情
況
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
想
う
こ
と
は
「
マ
シ
コ
」
か
ら
益
子
・
増
子
・
猿
子
等
の
氏
姓
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
同
氏
は
中
世
下
野
国
芳
賀
郡
益

子
邑
か
ら
起
っ
た
　
紀
朝
臣
姓
を
称
す
る
氏
族
で
あ
り
（
、
）
、
古
代
目
色
部
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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「目色部眞時」孜（黛）

二
　
目
色
部
に
つ
い
て
の
卑
見

　
こ
こ
で
、
目
色
部
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
問
題
解
決
の
緒
を
探
る
為
に
原
史
料
の
誤
字
・
誤
写
説
を
提
起
し

た
い
。

　
そ
れ
は
「
目
色
部
」
の
「
目
」
に
つ
い
で
あ
る
。
「
目
」
は
も
と
「
回
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
言
う
迄

も
な
く
「
回
」
は
「
因
」
の
俗
字
で
あ
り
　
「
目
」
と
誤
り
易
い
文
字
で
あ
る
。
「
因
」
を
「
回
」
と
記
し
た
例
と
し
て
天
平
十

一
年
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
の
「
（
出
雲
郡
）
杵
築
郷
回
佐
里
」
が
因
佐
闘
現
大
社
町
稲
佐
で
あ
る
こ
と
、
現
広
島
県
因
島
市
が
和

名
抄
に
備
後
国
御
調
郡
目
嶋
郷
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
目
色
部
」
が
も
と
の
「
回
色
部
」
を
誤
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
　
「
マ
シ
コ
ベ
」
は
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
と
改
訓
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
か
ら
は
直
ち
に
垂
仁
皇
子
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
記
昨
印
色
入
日
子
紀
1
1
五
＋
墳
敷
入
彦
）
の
名
が

想
起
さ
れ
る
。
「
回
色
部
」
を
「
印
色
入
日
子
」
の
名
代
と
考
え
る
に
は
多
少
無
理
が
あ
ろ
う
が
（
，
v
、
そ
れ
は
扱
措
い
て
差
し
当
り

印
色
入
日
子
に
関
す
る
記
紀
の
所
伝
を
検
討
し
、
印
色
の
名
を
負
う
か
に
見
え
る
「
回
色
部
」
の
性
格
を
推
測
し
て
み
た
い
。
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三
　
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
に
つ
い
て
の
卑
見

〔
史
料
1
〕
　
伊
久
米
伊
理
砒
古
伊
佐
知
命
。
坐
二
師
木
玉
垣
宮
一
治
二
天
下
一
也
。
澗
〔
皿
〕
…
嬰
二
旦
波
比
古
多
々
須
美
知
能

宇
斯
王
之
女
。
劃
命
一
〔
皿
〕
剥
。
印
創
翻
。
♪
　
帯
日
　
．
…
斯
呂
和
信
叩
〔
、
〕
。
次
大
中
津
日
子
命
。



「目色部眞時」孜（黛）

　
　
　
舅
命
。
♪
若
　
入
日
　
叩
〔
H
〕
…
…
故
大
帯
日
子
涙
斯
呂
和
氣
命
者
治
二
天
下
一
也
。
…
ー
個
二
血
。

　
　
　
沼
渕
M
一
〔
W
〕
又
作
二
侠
山
池
一
。
又
作
二
日
下
之
高
津
池
一
又
劉
二
劉
一
剰
レ
個
二
樹
刀
壱
矧
一
〔
．
〕
。
寒
レ
網
二
鋼

　
　
　
襖
副
一
〔
v
〕
即
坐
二
其
宮
一
定
二
河
上
部
一
也
。
（
記
垂
仁
）

　
印
色
入
日
子
に
関
す
る
古
事
記
の
記
事
は
右
の
如
く
僅
少
で
あ
る
が
、
其
処
に
は
注
目
す
べ
き
処
々
が
あ
る
。
先
ず
血
沼
・
侠
山
・

日
下
之
高
津
の
諸
池
の
築
造
者
と
い
う
所
伝
で
あ
る
が
、
記
紀
に
は
池
塘
築
造
の
記
事
は
多
い
（
記
に
八
例
、
紀
に
二
＋
四
例
）
が
築

造
者
の
名
を
伝
え
る
も
の
は
前
掲
血
沼
・
侠
山
・
日
下
之
高
津
の
諸
池
を
造
っ
た
印
色
入
日
子
と
韓
人
池
を
造
っ
た
武
内
宿
祢
（
応

神
紀
七
年
九
月
条
）
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
「
延
喜
神
名
式
」
河
内
国
丹
比
郡
の
狭
山
堤
神
社
（
，
）
の
祭
神
を
今
日
で
も
印
色
入
日
子

と
し
て
い
る
（
9
）
の
は
故
な
し
と
し
な
い
。
池
塘
の
築
造
は
水
田
開
発
の
基
礎
事
業
で
あ
る
か
ら
印
色
入
日
子
は
河
内
（
含
和
泉
）
地

方
の
大
規
模
開
発
の
功
労
者
と
し
て
後
世
迄
伝
承
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
「
坐
二
鳥
取
之
河
上
宮
一
云
々
」
と
い
う
記
事
に
注
目
し
た
い
。
「
古
事
記
」
は
歴
代
天
皇
が
「
坐
二
某
宮
一
治
二
天
下
一
也
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
す
の
を
例
と
す
る
が
、
天
皇
以
外
の
王
族
に
つ
い
て
も
稀
に
「
坐
二
某
宮
一
云
々
」
と
記
す
例
が
あ
る
。
今
そ
れ
を
以
下
に
列
挙
す

　
（
1
0
）

る
　
　
　
と

　
　
　
　
　
○
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
O
　
O
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
武
段
）

　　　　 A　 A　　
）　）　）　）　）

神
倭
伊
波
礼
砒
古
命
（
即
位
前
の
神
武
）
与
二
其
伊
呂
兄
五
瀬
命
二
柱
坐
二
高
千
穂
宮
一
議
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
安
寧
皇
孫
）
和
知
都
美
命
者
坐
二
淡
道
之
御
井
宮
（
安
寧
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
牟
智
和
氣
）
御
子
者
坐
二
積
榔
之
長
穂
宮
而
貢
二
上
駅
使
一
（
垂
仁
段
）

（
倭
建
命
）
帥
自
二
其
国
一
越
コ
出
甲
斐
一
。
坐
二
酒
折
宮
一
之
時
。
歌
日
。
云
々
（
景
行
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
辺
忍
歯
別
王
之
妹
。
忍
海
郎
女
。
亦
名
飯
曲
豆
王
坐
一
葛
城
忍
海
之
高
木
角
刺
宮
一
也
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
（
1
）
は
即
位
前
の
神
武
と
兄
の
五
瀬
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
五
瀬
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
は
「
日
」
と
記
す
べ
き
と
こ

ろ
を
「
詔
」
と
し
「
行
」
を
「
幸
」
、
「
亮
」
を
「
崩
」
、
「
墓
」
を
「
陵
」
と
し
て
宛
ら
天
皇
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
注
目
し
た
本

居
宣
長
は
、
五
瀬
は
没
す
る
迄
は
東
征
の
統
領
で
あ
り
、
（
即
位
前
の
）
神
武
は
五
瀬
の
摩
下
に
あ
っ
た
が
、
五
瀬
の
逝
去
を
機
に

代
っ
て
一
軍
の
統
領
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
u
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
2
）
の
和
知
都
美
の
和
知
は
地
名
（
伊
勢
・
播
磨
等
に
あ
り
。
）
都
美
は
「
つ
（
1
1
の
）
み
（
U
神
霊
）
」
。
安
寧
皇
子
師
木
津
日
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
子
で
孝
霊
妃
蝿
伊
呂
泥
・
蝿
伊
呂
粁
は
和
知
都
美
の
女
、
そ
れ
故
「
坐
二
淡
道
之
御
井
宮
一
」
と
殊
遇
さ
れ
た
も
の
か
。

　
（
3
）
の
「
本
牟
智
和
氣
」
は
垂
仁
の
前
皇
后
沙
本
砒
売
の
一
子
で
本
来
な
ら
皇
位
を
継
ぐ
べ
き
皇
子
で
あ
っ
た
が
出
雲
の
大
神

の
崇
り
で
成
人
す
る
迄
口
が
利
け
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
加
え
て
母
は
そ
の
兄
沙
本
砒
古
の
謀
反
に
与
し
て
火
中
に
没
し
彼

は
幼
く
し
て
母
を
喪
っ
た
薄
幸
の
皇
子
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
当
然
皇
位
を
継
承
し
た
で
あ
ろ
う
有
力
な
皇
子
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ

　
（
4
）
の
「
倭
建
命
」
は
「
倭
武
天
皇
」
（
常
陸
国
風
土
記
）
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
有
力
な
「
太
子
」
と
さ
れ
た
人
物
で
あ

る
。　

（
5
）
の
忍
海
郎
女
は
記
に
履
中
皇
女
、
市
辺
皇
子
の
妹
と
あ
り
、
紀
に
は
市
辺
の
女
と
あ
る
。
清
寧
崩
後
一
時
臨
朝
乗
政
し
た

と
伝
え
、
『
扶
桑
略
記
』
に
「
廿
四
代
飯
豊
天
皇
」
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
諸
例
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
『
古
事
記
』
に
「
坐
二
某
宮
一
云
々
」
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
は
敦
れ
も
天
皇
（
大
王
）
に
準

ず
る
尊
貴
な
王
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
印
色
入
日
子
命
は
此
の
点
で
も
注
目
す
べ
き
有
力
な
王
族
と
伝
え
ら
れ
た
人
物
な

の
で
あ
る
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
前
掲
〔
史
料
1
〕
に
は
印
色
が
「
坐
鳥
取
之
河
上
宮
一
令
レ
作
二
横
刀
壱
任
口
一
。
是
奉
レ
納
二
石
上
神
宮
一
。
帥
坐
二
其
宮
一
定
二

河
上
部
一
也
」
と
見
え
た
。
こ
れ
に
就
い
て
検
討
し
て
み
た
い
が
、
そ
れ
と
共
に
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
五
十
項
敷
入
彦
に
関
す

る
記
事
を
列
挙
し
（
史
料
H
～
W
）
、
併
せ
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
〔
史
料
H
〕
皇
后
日
葉
酢
媛
命
、
生
二
三
男
二
女
一
。
第
一
日
二
五
十
項
敷
入
彦
命
一
。
第
二
日
二
大
足
彦
尊
一
。
第
三
日
二
大
中
姫

　
　
　
命
一
。
第
四
日
二
倭
姫
命
一
。
第
五
日
二
稚
城
項
入
彦
命
一
。
（
垂
仁
紀
＋
五
年
八
月
）

　
　
〔
史
料
皿
〕
天
皇
詔
二
五
十
瑳
敷
命
・
大
足
彦
尊
一
日
。
汝
等
各
言
二
情
願
之
物
一
也
。
兄
王
諮
、
欲
レ
得
二
弓
矢
｝
。
弟
王
諮
、
欲

　
　
　
レ
得
二
皇
位
一
。
於
是
天
皇
詔
日
、
各
宜
レ
随
レ
情
。
則
弓
矢
賜
二
二
五
十
環
敷
命
一
。
伍
詔
二
大
足
彦
尊
一
日
、
汝
必
継
二
朕
位
一
。

　
　
　
（
同
紀
滑
年
九
月
）

　
　
〔
史
料
W
〕
遣
二
五
十
壇
敷
命
子
河
内
国
一
。
作
二
高
石
池
、
茅
淳
池
一
。
（
同
紀
計
五
年
九
月
∀

　
　
〔
史
料
V
〕
五
十
項
敷
命
居
二
於
茅
淳
菟
砥
川
上
宮
一
、
作
二
劔
↓
千
口
一
。
因
名
二
其
劔
一
謂
二
川
上
部
一
。
亦
名
日
二
裸
伴
｝
…
蔵
二

　
　
　
干
石
上
神
宮
一
也
。
是
後
命
二
五
十
瑳
敷
命
一
偉
レ
主
二
石
上
神
宮
之
神
宝
一
。
〈
一
云
、
五
十
境
敷
皇
子
居
二
干
茅
淳
菟
砥
河
上
一
。

　
　
　
而
喚
二
鍛
名
河
上
一
作
大
刀
一
千
口
一
。
是
時
楯
部
、
倭
文
部
、
神
弓
削
部
、
神
矢
作
部
、
大
穴
磯
部
、
泊
橿
部
、
玉
作
部
、

　
　
　
神
刑
部
、
日
置
部
、
太
刀
侃
部
、
井
十
箇
品
部
（
毘
）
賜
二
五
十
瑳
敷
皇
子
一
。
其
一
千
口
大
刀
者
、
蔵
二
干
忍
坂
邑
一
。
然
後

　
　
　
從
二
忍
坂
一
移
之
蔵
二
干
石
上
神
宮
　
。
（
同
紀
光
九
年
十
月
）

　
　
〔
史
料
W
〕
五
十
瑳
敷
命
謂
二
妹
大
中
姫
一
日
、
我
老
也
。
不
レ
能
レ
掌
二
神
宝
一
。
自
今
以
後
必
汝
主
焉
。
…
…
然
遂
大
中
姫
命

　
　
　
授
二
物
部
十
市
根
大
連
一
而
令
レ
治
。
故
物
部
連
等
至
二
干
今
一
治
二
石
上
神
宝
一
。
是
其
縁
也
。
（
同
紀
八
十
七
年
二
月
）
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「目色部眞時」孜（黛）

　
こ
こ
で
〔
史
料
1
〕
（
記
）
と
〔
史
料
H
～
W
〕
（
紀
）
と
を
比
べ
〔
史
料
1
〕
に
傍
線
を
引
き
史
料
番
号
を
註
記
し
て
み
た
。
す

る
と
〔
史
料
1
〕
は
〔
史
料
H
〕
〔
史
料
W
〕
〔
史
料
V
〕
と
ほ
“
対
応
す
る
こ
と
が
判
る
。

　
ま
た
史
料
1
～
W
を
通
し
て
見
る
と
印
色
入
日
子
が
如
何
な
る
性
格
の
持
主
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
か
が
知
ら
れ
る
。

　
1
～
W
を
通
読
し
て
気
付
く
こ
と
は
五
十
項
敷
皇
子
が
武
器
・
武
具
に
縁
が
深
い
こ
と
で
あ
る
。
1
は
「
横
刀
一
千
口
」
皿
は

「
賜
二
弓
矢
一
」
V
は
「
劔
（
大
刀
）
一
千
口
」
「
十
箇
品
部
（
B
）
」
（
の
中
楯
部
・
神
弓
削
部
・
神
矢
作
部
・
神
刑
部
・
玉
作
部
・
太
刀
偲
部

等
）
　
W
は
石
上
神
宝
（
劔
一
千
ロ
ー
1
川
上
宮
↓
忍
坂
邑
↓
石
上
神
宮
）
な
ど
敦
れ
も
武
器
・
武
具
に
か
か
わ
る
伝
承
で
あ
る
。
皿
は
五

十
現
敷
と
大
足
彦
の
皇
位
継
承
謳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
崇
神
が
豊
城
・
活
目
二
皇
子
の
夢
を
占
っ
て
皇
嗣
を
決
め
た
と
い
う
説
話
と

よ
く
似
て
い
る
。
（
一
）
共
に
弟
皇
子
が
皇
嗣
と
な
っ
て
い
る
。
（
二
）
兄
皇
子
は
共
に
武
器
と
縁
が
深
い
（
五
十
現
敷
は
弓
矢
、
豊
城

は
櫻
・
那
）
　
（
三
）
皇
嗣
と
さ
れ
た
弟
皇
子
に
は
武
器
と
の
関
係
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
書
紀
』
編
纂
の
頃
或
は
そ
の
原
史
料

成
立
の
頃
、
皇
位
は
武
器
・
武
力
に
よ
っ
て
獲
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
観
念
（
天
皇
は
人
民
の
た
め
に
豊
作
を
祈
る
べ
き
も
の

と
い
う
観
念
）
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　
造
池
に
関
し
て
ー
（
記
）
と
W
（
紀
）
と
を
比
べ
る
と
両
者
に
共
通
す
る
の
は
「
チ
ヌ
池
」
だ
け
で
あ
り
、
特
に
古
代
に
お
け
る
河

内
（
含
和
泉
）
地
方
最
大
の
築
造
池
で
あ
る
「
侠
山
池
」
が
『
書
紀
』
に
見
え
な
い
こ
と
が
気
に
な
る
。
「
崇
神
紀
」
六
十
二
年
七

月
条
に
「
詔
日
、
農
天
下
之
大
本
也
。
民
所
二
侍
以
生
一
也
。
今
河
内
狭
山
埴
田
（
騰
）
水
少
。
是
以
、
其
国
百
姓
、
怠
二
於
農
事
一
。
其

多
開
二
池
溝
一
、
以
寛
二
民
業
一
。
」
と
あ
る
の
は
或
は
狡
山
池
築
造
の
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
記
」

（
1
）
と
は
所
伝
を
異
に
す
る
。
と
も
あ
れ
「
記
」
が
河
内
地
方
最
大
の
侠
山
池
の
築
造
者
を
印
色
入
日
子
と
す
る
こ
と
に
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
ー
～
W
を
見
て
気
付
く
の
は
「
河
（
川
）
上
」
で
あ
る
。
即
ち
ー
の
（
1
）
「
鳥
取
之
河
上
宮
」
（
2
）
「
河
上
部
」
V
の
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
茅
淳
菟
砥
川
上
宮
」
（
4
）
「
川
上
部
（
劔
）
」
（
5
）
「
茅
淳
菟
砥
河
上
」
（
6
）
「
河
上
（
鍛
）
」
で
あ
る
。
こ
の
中
（
1
）
（
3
）
（
5
）
は
印

色
の
宮
の
所
在
地
名
。
（
2
）
の
「
河
上
部
」
は
印
色
が
「
鳥
取
之
河
上
宮
」
に
因
ん
て
定
め
た
部
民
の
名
。
（
4
）
の
「
川
上
部
」

は
印
色
が
川
上
宮
で
作
ら
せ
た
一
千
口
の
劔
の
総
称
。
（
6
）
は
鍛
（
刀
鍛
冶
）
の
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
甚
だ
紛
ら
わ
し
い
。
印

色
が
川
上
宮
に
因
ん
で
設
定
し
た
「
川
（
河
）
上
部
」
は
鍛
1
1
刀
工
河
上
に
率
い
ら
れ
た
刀
工
集
団
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
V

W
に
よ
れ
ば
印
色
が
川
上
宮
で
作
ら
せ
た
一
千
口
の
劔
を
川
上
部
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
は
忍
坂
邑
を
経
て
石
上
神
宮
に
収
蔵
さ
れ
神

宝
と
し
て
物
部
氏
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
十
二
月
乙
未
条
に
「
散
位
従
七
位
下
川
上

造
吉
備
成
賜
姓
春
道
宿
祢
伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
」
と
見
え
る
「
川
上
造
」
は
「
伊
香
我
色
雄
（
物
部
氏
の
祖
十
市
根
の
父
1
1
天
孫
本

紀
）
の
後
と
あ
る
か
ら
　
印
色
が
設
け
た
刀
工
集
団
「
川
上
部
」
の
伴
造
氏
族
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
ー
（
記
）
の
「
鳥
取
之
河
上
宮
」
と
V
（
紀
）
の
「
茅
淳
菟
砥
川
上
宮
」
と
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
「
鳥
取
」
は
『
和
名
抄
』

和
泉
国
日
根
郡
鳥
取
郷
（
現
大
阪
府
泉
南
郡
阪
南
町
・
岬
町
）
「
河
上
」
は
紀
に
「
茅
淳
菟
砥
川
上
」
と
あ
る
。
菟
砥
（
宇
度
）
川
上
は

現
泉
南
市
・
阪
南
町
境
を
北
流
し
て
大
阪
湾
に
注
ぐ
男
里
川
（
河
口
近
く
に
菟
砥
橋
あ
り
）
の
上
流
で
あ
る
。
こ
の
川
は
中
流
で
大
き

く
三
支
流
に
分
れ
、
西
か
ら
言
う
と
菟
砥
川
・
山
中
川
・
金
熊
寺
川
か
ら
な
る
。
こ
の
三
川
が
鳥
取
中
付
近
で
順
次
合
流
し
て
男
里

川
と
な
る
。
当
地
の
平
野
部
か
ら
丘
陵
部
に
移
る
辺
り
に
あ
る
玉
田
山
は
「
川
上
宮
」
の
故
地
に
比
定
さ
れ
、
天
保
四
年
堺
奉
行
所

与
力
上
条
柳
居
の
撰
文
に
な
る
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
（
5
1
）
。
『
和
泉
志
』
に
は
「
在
自
然
田
村
（
現
阪
南
町
自
然
田
）
即
此
。

…
深
日
鍛
冶
谷
亦
其
趾
」
と
あ
る
が
、
今
手
許
の
地
図
（
大
阪
府
都
市
地
図
）
を
見
る
と
自
然
田
の
北
に
接
し
て
玉
田
の
バ
ス
停
が
あ

る
。
玉
田
山
1
1
川
上
宮
の
故
地
は
そ
の
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。
但
、
鍛
冶
谷
の
所
在
地
は
不
詳
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
ま
た
、
自
然
田
の
西
南
桑
畑
村
の
山
中
か
ら
井
関
川
が
北
流
し
て
大
阪
湾
に
注
い
で
い
る
が
、
江
戸
中
期
、
上
流
の
立
会
山
か
ら

大
石
を
切
出
す
た
め
下
流
の
村
々
が
砂
・
石
の
流
出
に
よ
っ
て
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
と
し
て
切
出
し
差
止
め
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る

（
珍
。
こ
の
よ
う
な
川
上
と
川
下
の
利
害
の
対
立
は
古
代
に
お
い
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
史
料
－
及
び
V
か
ら
は
鳥
取
の
河
上
や
茅
淳
菟
砥
川
上
が
刀
劔
鍛
造
に
縁
が
深
い
こ
と
が
窺
え
る
。
川
上
と
刀
劔
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
古
事
記
』
上
国
譲
り
の
段
に
大
国
主
神
と
交
渉
す
る
使
者
に
選
ば
れ
た
建
御
雷

神
に
就
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
於
レ
是
天
照
大
御
神
詔
之
、
亦
遣
二
掲
神
一
者
吉
。
爾
思
金
神
及
諸
神
白
之
、
坐
二
天
安
河
・
上
之
天
石
屋
一
、
名
伊
都
之
尾
羽
張

　
　
神
、
是
可
レ
遣
、
若
亦
非
二
此
神
一
者
、
其
神
之
子
、
建
御
雷
之
男
神
、
此
応
レ
遣
。
且
其
天
尾
羽
張
神
者
、
逆
塞
⊃
上
天
安
河
之

　
　
水
一
。
而
塞
レ
道
居
、
故
他
神
不
レ
得
レ
行
、
故
別
遣
二
天
迦
久
神
一
可
レ
問
。

　
安
河
は
高
天
原
に
あ
り
そ
の
河
原
に
は
神
々
が
集
ま
り
重
要
案
件
を
議
し
た
と
い
う
。
そ
の
上
流
（
諸
神
集
会
の
支
障
と
な
ら
な

い
所
）
に
刀
劔
の
神
が
石
屋
を
設
け
、
河
水
を
塞
き
止
め
て
住
ん
で
お
り
、
其
処
へ
は
迦
久
の
神
（
鹿
力
）
し
か
行
け
な
い
と
い
う
。

　
こ
れ
は
人
の
少
な
い
川
上
に
石
屋
（
防
火
施
設
）
を
用
意
し
、
砂
鉄
採
取
の
鉄
穴
流
し
に
必
要
な
大
量
の
水
を
準
備
し
た
こ
と
を
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
神
話
を
古
代
出
雲
に
即
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
な

　
簸
川
の
上
流
域
で
は
古
く
か
ら
山
肌
を
削
っ
て
獲
た
土
砂
を
大
量
の
水
と
共
に
樋
に
流
し
（
鉄
穴
流
し
）
て
砂
鉄
を
採
取
す
る
。
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
た
ら
ぷ
き

い
で
上
流
域
の
山
林
の
原
木
を
焼
成
し
た
木
炭
を
使
っ
て
踏
輔
吹
精
煉
に
よ
っ
て
和
鉄
（
玉
鋼
）
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
出

雲
国
風
土
記
』
仁
多
郡
横
田
郷
の
条
に
「
以
上
諸
郷
（
三
処
・
布
勢
・
三
澤
・
横
田
1
1
い
ず
れ
も
簸
川
上
流
）
所
レ
出
鉄
堅
尤
堪
レ
造
二
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「目色部眞時」致（黛）

雑
具
一
」
と
見
え
、
製
鉄
・
鍛
冶
業
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
古
代
以
来
出
雲
の
製
鉄
．
鍛
冶
業
は
河
川
の
河
上
で

盛
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
上
流
で
鉄
穴
流
し
を
す
れ
ば
下
流
の
農
民
は
流
下
す
る
土
砂
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
（
稲
田
の
象
徴
）
を
取
っ

て
食
う
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
（
鉄
穴
流
し
で
赤
油
す
る
河
川
の
象
徴
）
の
神
話
（
g
は
こ
の
よ
う
な
河
川
の
川
上
と
川
下
の
利
害
の
対
立
を

反
映
す
る
も
の
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
古
代
出
雲
と
そ
れ
に
南
接
す
る
吉
備
の
、
砂
鉄
を
原
料
と
し
た
製
鉄
と
異
な
り
、
古
代
近
江
（
特
に
浅
井
・
高
島
二
郡
）
の
そ
れ
は

鉄
穴
か
ら
採
掘
し
た
鉄
鉱
石
を
原
料
と
し
た
。
右
二
郡
の
鉄
穴
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
日
滋
賀
県
で
は
鉄
津
や
製
鉄
炉
の

炉
床
直
下
の
焼
土
堆
積
土
墳
が
出
土
す
る
製
鉄
関
連
遺
跡
が
、
調
査
の
進
ん
で
い
な
い
湖
東
地
方
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て

分
布
し
て
い
る
。
と
く
に
右
二
郡
に
あ
た
る
地
域
の
遺
跡
分
布
は
濃
密
で
、
現
高
島
郡
マ
キ
ノ
町
の
牧
野
製
鉄
遺
跡
群
は
奈
良
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
く
そ

以
前
に
ま
で
潮
る
も
の
ら
し
い
。
さ
ら
に
東
浅
井
群
浅
井
町
の
北
端
に
は
金
糞
岳
が
あ
り
、
高
島
郡
マ
キ
ノ
町
か
ら
伊
香
郡
西
浅
井

町
に
か
け
て
地
元
で
「
鉄
穴
」
と
い
わ
れ
る
場
所
も
あ
る
由
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
古
代
の
鉄
鉱
石
の
産
地
で
あ
っ
た
（
B
）
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ど

ら
の
地
域
は
琵
琶
湖
西
北
岸
の
安
曇
川
・
鴨
川
の
上
流
、
山
中
奥
深
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
古
代
近
江
で
も
鉄
の
産
地
は
「
川
上
」
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
原
料
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
古
代
の
製
鉄
は
河
川
の
上
流
域
で
行
な
わ
れ
た
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
印
色
入
日
子
命
が
「
鳥
取
之
河
上
（
茅
淳
菟
砥
川
上
）
宮
で
「
河
上
」
と
い
う
鍛
冶
工
人
に
「
河
上
部
」
（
鍛
冶
工
人
の
部
）
を
率
い

て
横
刀
（
大
刀
・
劔
）
一
千
口
を
作
ら
せ
、
こ
れ
を
「
川
上
部
」
と
総
称
し
、
や
が
て
此
を
忍
坂
邑
を
経
て
石
上
神
宮
に
納
め
て
神

宝
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
印
色
入
日
子
は
よ
く
よ
く
「
河
（
川
）
上
」
と
縁
の
深
い
人
物
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
『
古
事
記
』
に
「
印
色
入
日
子
命
者
…
即
坐
二
其
（
河
上
）
宮
一
定
二
河
上
部
」
と
あ
る
「
河
上
部
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
印
色

入
日
子
の
河
上
宮
に
ち
な
む
部
民
の
名
で
名
代
部
の
一
つ
と
す
る
説
が
あ
り
（
聖
、
ま
た
彼
が
賜
っ
た
十
箇
品
部
（
前
掲
史
料
V
）
は

「
河
上
宮
に
隙
た
る
翫
齢
な
る
故
に
十
箇
品
部
を
散
て
、
河
上
部
と
云
し
な
る
べ
し
」
と
す
る
説
も
あ
る
（
2
。
）
。
敦
れ
に
し
て
も
印
色

入
日
子
の
名
代
と
す
る
が
、
印
色
入
日
子
の
名
代
と
い
え
ば
「
印
色
部
」
即
ち
先
に
考
察
し
た
「
因
色
部
」
を
挙
げ
る
べ
き
で
は
あ

る
ま
い
か
。
関
晃
に
よ
れ
ば
名
代
の
ほ
“
確
な
初
例
は
誉
田
部
（
応
神
）
で
あ
る
と
い
う
が
（
包
、
誉
田
部
は
史
料
に
全
く
見
え
ず
不

審
で
あ
る
。
関
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
え
ば
雀
部
（
応
神
皇
子
大
雀
）
額
田
部
（
同
上
額
田
大
中
彦
）
等
を
初
例
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
景
行
の
三
太
子
若
帯
日
子
（
成
務
）
・
倭
建
・
五
百
木
入
日
子
の
名
代
と
さ
れ
る
「
若
帯
部
」
「
建
部
」
「
五
百
木
部
」
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
三
人
は
応
神
の
祖
父
の
世
代
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
若
帯
部
」
は
「
若
い
（
次
代
の
）
大

王
の
た
め
の
部
」
で
あ
り
、
老
成
し
た
（
当
代
の
）
大
王
の
た
め
の
部
で
あ
る
「
大
帯
部
」
（
景
行
1
1
大
足
彦
V
と
同
じ
く
特
定
の
個

人
を
指
さ
ず
、
特
定
の
地
位
を
指
す
も
の
で
あ
り
（
理
、
所
謂
名
代
と
は
異
質
で
あ
る
。
「
建
部
」
も
倭
建
と
は
無
関
係
に
大
和
朝
廷

が
各
地
に
設
定
し
た
軍
事
集
団
で
あ
り
、
名
代
説
は
後
世
の
付
会
で
あ
る
蓼
。
五
百
木
部
に
し
て
も
恐
ら
く
知
喫
部
、
即
ち
祈
祷

　
　
　
　
イ
　
　
フ
キ
　
　
　
ツ
　
ム
ジ

に
よ
っ
て
氣
吹
を
瓢
風
に
変
え
て
臭
臓
を
払
う
宗
教
的
部
民
で
あ
り
、
特
定
人
物
の
名
代
部
で
は
あ
る
ま
い
藝
。

　
こ
の
よ
う
に
景
行
の
三
太
子
の
名
代
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
よ
り
一
世
代
湖
る
印
色
入
日
子
の
名
代
「
印
色
部
（
因

色
部
）
」
の
存
在
は
考
え
難
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
印
色
と
同
世
代
の
凡
牟
智
和
気
に
は
品
逞
部
が
設
け
ら
れ
た
と
伝
え
る
よ
う

に
、
特
定
個
人
に
結
び
付
く
名
代
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
印
（
因
）
色
部
」
を
印
色
入
日
子
の
名
代
と
見
る
説
も
な
お
捨

て
難
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
印
色
部
」
の
実
在
は
「
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
」
に
「
（
神
門
郡
）
伊
秩
郷
坂
本
里
戸
主
印
色
部
佐
流
」
と
見
え
る
こ
と
か
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ら
確
実
で
あ
り
、
『
姓
氏
録
』
の
「
目
（
回
）
色
部
眞
時
」
も
そ
れ
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
「
眞
時
」
に
つ
い
て

「目色部眞時」孜（黛）

　
さ
て
右
に
見
た
よ
う
に
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
の
実
在
を
証
す
る
「
賑
給
歴
名
帳
」
に
は
「
印
色
部
」
と
あ
り
『
姓
氏
録
』
に
は
「
目

色
部
眞
時
1
1
回
色
部
眞
時
」
と
見
え
て
両
者
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ

こ
で
取
敢
ず
「
眞
時
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
「
目
色
部
」
に
「
眞
時
」
が
接
合
す
る
よ
う
な
氏
姓

は
他
に
類
例
の
な
い
、
珍
し
い
氏
姓
で
あ
る
。
「
眞
時
」
は
恐
ら
く
「
目
色
部
」
の
実
態
を
考
え
る
上
で
必
要
と
考
え
ら
れ
た
語
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
此
語
を
付
加
し
た
理
由
を
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
上
で
、
以
下
順
次
卑
見
を

述
べ
て
み
よ
う
。

　
先
ず
、
「
眞
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
体
言
「
時
」
に
冠
せ
ら
れ
た
接
頭
語
で
①
真
実
・
正
確
・
完
全
な
ど
の
意
を
表
わ
す
。
②
純

粋
さ
や
見
事
さ
を
ほ
め
る
意
を
表
わ
す
（
「
広
辞
苑
』
∀
働
き
が
あ
る
か
ら
「
眞
時
」
と
は
「
最
適
の
時
」
「
最
も
都
合
の
好
い
時
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
「
目
色
部
眞
時
」
と
は
「
目
色
部
」
が
そ
の
本
来
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
最
適
の

時
（
暦
の
上
で
）
を
選
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
「
目
色
部
」
は
既
述
の
よ
う
に
「
目

（
因
）
色
部
」
（
イ
ニ
シ
キ
ベ
）
」
で
あ
り
、
印
色
入
日
子
の
名
代
部
で
あ
ろ
う
。
印
色
入
日
子
に
つ
い
て
は
先
に
〔
史
料
1
～
W
〕

に
よ
っ
て
考
察
し
、
刀
劔
鍛
造
に
縁
の
深
い
人
物
と
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
「
因
（
印
）
色
部
」
と
「
川
（
河
）
上
部
」

と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
共
に
印
色
入
日
子
の
名
代
部
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
異
名
同
体
で
あ
ろ
う
（
5
2
）
。
「
イ
ニ
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「目色部眞時」致（黛）

シ
キ
ベ
」
「
カ
バ
カ
ミ
ベ
」
が
刀
劔
鍛
造
に
携
わ
る
職
業
部
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
「
眞
時
」
は
刀
劔
鍛
造
に
最
適
な
時
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
石
上
神
宮
所
蔵
七
支
刀
の
銘
文
を
想
い
出
し
て
み
よ
う
（
2
6
＞
。

　
（
表
）
泰
圃
四
年
圃
月
十
因
日
丙
午
正
陽
、
造
百
練
囲
七
支
刀
、
囮
辟
百
兵
、
宜
供
供
候
王
、
口
口
口
口
作

　
七
支
刀
は
東
晋
の
泰
（
太
）
和
四
年
（
三
六
九
）
五
月
十
六
日
に
造
ら
れ
た
と
い
う
。
此
処
で
そ
の
日
付
に
注
目
す
る
と
、
五
月
は

陰
暦
の
夏
（
四
・
五
・
六
月
V
の
真
中
の
月
、
十
六
日
は
大
の
月
（
三
＋
日
V
の
真
中
の
日
に
当
る
。
五
月
十
六
日
は
夏
の
真
盛
り
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
五
月
丙
午
」
は
漢
・
三
国
・
晋
時
代
（
前
二
〇
二
～
四
二
〇
年
）
の
鏡
・
劔
な
ど
の
銘
文
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
常
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ツ
セ
イ

語
で
『
論
衡
』
（
後
漢
の
王
充
撰
）
の
「
率
性
篇
」
に
「
陽
燧
（
太
陽
か
ら
火
を
取
る
銅
鏡
）
火
を
天
に
取
る
。
五
月
丙
午
の
日
の
時
に

（
丙
は
十
干
の
第
三
位
。
五
行
で
は
火
。
方
位
で
は
南
。
万
物
成
っ
て
明
か
な
さ
ま
。
午
は
十
二
支
の
第
七
位
。
月
で
は
五
月
。
時
刻
で
は
正
午
。
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
レ
イ

位
で
は
正
南
。
正
陽
は
南
方
日
中
の
気
。
五
月
丙
午
正
陽
は
太
陽
の
気
の
最
も
盛
な
日
時
）
五
石
を
消
錬
し
鋳
し
て
以
て
器
を
為
る
。
摩
礪
す

れ
ば
、
光
を
生
じ
、
仰
ぎ
て
以
て
日
に
歓
へ
ば
、
則
ち
火
、
来
り
至
る
」
と
あ
る
伝
え
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
（
琶
。
こ
れ
に
よ

り
五
月
丙
午
の
日
は
金
属
器
を
鋳
造
鍛
造
す
る
た
め
の
火
を
取
る
の
に
最
も
適
し
た
日
と
さ
れ
て
い
た
（
暦
の
上
で
五
月
に
丙
午
の
日

が
無
く
て
も
敢
て
問
題
に
し
な
か
っ
た
）

　
回
色
部
・
河
（
川
）
上
部
に
つ
い
て
の
考
察
と
右
の
考
察
を
併
せ
考
え
る
と
、
「
眞
時
」
は

　
刀
劔
鍛
造
の
為
に
太
陽
か
ら
火
を
取
る
の
に
最
も
適
し
た
日
時
（
五
月
＋
六
日
丙
午
正
陽
）
を
指
す
も
の
と
考
え
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
眞
時
」
が
「
因
色
部
」
に
付
い
て
「
河
（
川
）
上
部
」
に
付
か
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
両
者
は
共
に
印
色
入
日
子
の
名
代
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
は
所
有
者
の
名
に
ち
な
み
、
後
者
は
印
色
の
宮
名
（
所
在
地
名
V
に
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ち
な
む
。
更
に
印
色
に
喚
ば
れ
た
鍛
の
名
・
彼
が
造
っ
た
一
千
口
の
劔
の
総
称
で
も
あ
る
。
「
川
上
部
」
は
刀
劔
鍛
造
工
人
の
集
団

と
云
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
目
色
部
」
は
刀
劔
鍛
造
に
必
要
な
聖
火
を
太
陽
か
ら
取
っ
て
炭
火
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
「
川
上
部
」

に
供
給
す
る
こ
と
を
職
務
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
点
で
五
十
顔
敷
が
賜
っ
た
十
箇
品
部
の
中
の
「
日
置
部
」
が
「
回
色

部
眞
時
」
と
そ
の
性
格
が
類
似
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
騒
。

五
　
「
イ
ニ
シ
キ
」
の
語
義

「目色部眞時」孜（黛）

　
『
姓
氏
録
』
の
「
目
色
部
」
が
元
来
「
回
色
部
」
（
印
色
部
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
史
料
上
の
所
見
が
「
出
雲
国
大
税
賑

給
歴
名
帳
」
の
「
印
色
部
佐
流
」
の
み
で
他
に
一
切
見
え
な
い
の
も
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
「
イ
ニ
シ
キ
」
が
如
何
な
る

語
で
あ
る
か
も
気
掛
で
あ
る
。

　
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
（
入
六
〇
）
年
三
月
廿
日
庚
午
条
に
「
薩
摩
国
正
六
位
上
伊
余
色
神
從
五
位
下
」
と
見
え
平
安
初
期
に
は
西

南
隅
の
当
地
に
も
印
色
入
日
子
命
が
奉
祀
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
余
色
神
社
は
現
鹿
児
島
市
下
伊
敷
町
に
鎮
座
し
、
俗
に
「
年

之
宮
」
と
称
し
開
発
神
と
し
て
も
祀
ら
れ
た
と
い
う
（
2
9
）
。
「
年
之
宮
」
の
「
年
」
は
「
年
穀
」
の
こ
と
で
、
池
塘
を
築
造
し
（
大

規
模
な
水
田
開
発
を
行
な
っ
て
年
穀
を
増
産
し
）
た
と
伝
え
ら
れ
る
印
色
入
日
子
を
祀
る
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
で
あ
ろ
う
。
ま
た

開
発
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
は
、
肝
付
家
の
祖
伴
兼
行
が
安
和
元
年
（
九
六
入
）
鹿
児
島
郡
神
食
に
下
向
し
て
当
地
を
開
い
た
と
伝
え
、

彼
の
館
跡
が
当
社
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
や
が
て
当
社
が
開
発
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
印
色
入
日
子
の
所
伝
か
ら
言
っ

て
も
開
発
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
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「目色部眞時」孜（黛）

　
九
世
紀
前
半
頃
迄
に
薩
摩
国
司
と
し
て
任
国
に
下
向
し
た
「
目
色
部
眞
時
」
氏
と
祀
神
を
同
じ
く
す
る
神
魂
命
商
の
或
人
が
印
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ジ
キ

入
日
子
を
現
地
（
鹿
児
島
郡
神
食
“
現
鹿
児
島
市
下
伊
敷
町
）
に
祀
っ
た
の
が
伊
余
色
神
社
の
起
源
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
伊
余
色
神
社
を
奉
斎
し
た
鹿
児
島
郡
神
食
の
地
（
現
下
伊
敷
町
）
か
ら
「
イ
ニ
シ
キ
」
「
カ
ン
（
上
）
ジ
キ
」
「
イ
シ
キ
」
は
も
と
同

根
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
イ
ニ
シ
キ
」
か
ら
「
（
イ
）
シ
キ
」
に
転
託
し
た
の
で
あ
り
、
更
に
「
ジ
キ
」
に
転
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
の
「
印
色
　
イ
ニ
シ
キ
」
の
項
を
見
る
と

　
　
美
濃
国
岐
阜
市
の
南
に
印
色
村
あ
り
。
…
…
垂
仁
天
皇
の
皇
子
に
印
色
之
入
日
子
命
（
五
＋
瑳
敷
入
彦
命
V
あ
り
。
美
濃
の
印
色

　
　
な
る
地
名
を
負
い
給
ひ
し
な
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
キ

　
と
見
え
て
「
イ
ニ
シ
キ
」
は
美
濃
の
地
名
で
あ
る
と
云
う
。
よ
っ
て
此
を
現
地
に
求
め
る
と
現
岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
に
上
印
食
・

　
ジ
　
キ

下
印
食
が
あ
り
、
「
イ
ニ
シ
キ
」
と
は
訓
ま
ず
に
「
ジ
キ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
印
食
が
上
・
下
に
分
れ
た
の
は
近
世
で
、
そ
れ
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニ
シ
キ
　
　
イ
シ
キ
　
　
ジ
キ

は
食
と
記
し
た
（
「
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
六
月
三
日
条
に
「
食
渡
」
と
見
え
る
。
）
。
当
地
で
は
印
色
↓
伊
食
↓
食
と
転
詑
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
薩
摩
で
も
伊
余
色
↓
伊
敷
↓
食
と
転
じ
た
ら
し
い
。
先
ず
「
イ
ニ
シ
キ
」
の
こ
が
脱
落
し
、
次
い
で
接
頭
音
イ
が
落
る
と
と
も
に

シ
が
油
音
ジ
と
な
っ
た
。

　
イ
が
脱
落
す
る
と
と
も
に
頭
音
が
油
音
に
転
ず
る
類
例
と
し
て
「
出
羽
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
「
出

羽
」
は
「
以
天
波
」
（
い
て
は
）
で
あ
る
が
、
後
世
「
以
」
が
落
ち
て
「
天
」
が
「
泥
」
と
な
っ
た
。
相
模
国
高
座
郡
伊
参
（
上
野

国
吾
妻
郡
伊
参
に
「
以
佐
未
」
の
訓
註
あ
り
）
の
以
が
脱
落
し
、
佐
が
油
音
（
邪
な
ど
）
と
な
り
、
今
日
で
は
神
奈
川
県
座
間
市
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
イ
ニ
シ
キ
」
か
ら
「
二
」
が
脱
落
し
て
「
イ
シ
キ
」
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
紀
の
淳
葉
田
現
入
媛
が
記
に
沼
羽
田
之
入
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砒
売
と
あ
り
、
紀
の
稚
城
項
入
彦
が
記
に
若
木
入
日
子
と
あ
る
か
ら
「
境
」
は
「
之
」
と
代
替
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
省
く
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
五
十
環
敷
の
墳
を
省
い
て
五
十
敷
（
伊
敷
）
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
き

そ
う
と
す
れ
ば
伊
敷
が
食
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
五
十
瑳
敷
は
斎
食
即

ち
神
饒
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
大
化
前
代
に
お
け
る
美
濃
と
大
王
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
3
。
）
、
印
色
入
日
子
と
印
色
の
地
名
も
此
の

問
題
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
手
懸
と
な
ろ
う
。

六
　
「
川
上
部
（
裸
伴
）
」
に
つ
い
て

「目色部眞時」孜（黛）

　
前
掲
〔
史
料
V
〕
に
よ
れ
ば
、
五
十
項
敷
が
川
上
宮
で
作
ら
せ
た
劔
一
千
口
は
「
川
上
部
」
と
総
称
さ
れ
（
亦
「
裸
伴
〈
阿
箇
播

郷
我
等
母
〉
」
と
も
云
つ
）
た
と
見
え
、
更
に
こ
の
劔
は
忍
坂
邑
に
蔵
め
ら
れ
次
い
で
石
上
神
宮
に
蔵
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
此
処
に
見

え
る
「
川
上
部
」
の
亦
の
名
「
裸
伴
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
裸
」
は
「
あ
か
は
だ
か
」
即
ち
「
ま
っ
ぱ
だ
か
」
「
む
き
出
し
の

刀
身
」
の
意
で
あ
る
。
鞘
が
な
い
の
で
あ
る
。
「
伴
」
は
鞘
無
し
の
刀
劔
の
一
ま
と
ま
り
を
呼
ん
だ
も
の
。
こ
れ
が
忍
坂
邑
に
蔵
め

ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
忍
坂
に
は
刀
劔
（
等
の
武
器
類
）
を
収
蔵
・
保
管
す
る
庫
蔵
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が

劔
類
は
小
ま
め
に
手
入
を
し
な
い
と
す
ぐ
に
錆
を
生
ず
る
。
防
鋸
の
為
に
は
定
期
的
に
猪
脂
を
以
て
螢
く
必
要
が
あ
っ
た
。
忍
坂
邑

の
庫
蔵
で
此
の
仕
事
に
従
事
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
忍
坂
部
（
刑
部
）
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
訓
）
。

　
天
武
紀
三
年
八
月
庚
辰
条
に
「
遣
二
忍
壁
皇
子
於
石
上
神
宮
一
、
以
二
膏
油
一
螢
二
神
宝
己
と
あ
る
が
、
未
成
年
の
忍
壁
（
刑
部
）
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「目色部眞時」孜（黛）

に
何
故
神
宝
（
刀
劔
）
を
螢
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
子
の
生
母
椴
媛
娘
は
宍
人
臣
の
女
で
あ
る
。
此
の
氏
は
宍
人
部
の
伴
造
氏

族
で
あ
る
が
、
宍
人
部
は
獣
肉
の
調
理
を
職
と
す
る
品
部
で
あ
り
、
螢
刀
料
の
猪
膏
も
同
部
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
も
の
が
忍
坂
部

（
刑
部
）
の
許
に
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宍
人
臣
の
女
の
所
生
皇
子
が
忍
壁
と
命
名
さ
れ
た
の
も
、
同
皇
子
が
未
成
年
な
が
ら

選
ば
れ
て
石
上
神
宝
を
膏
油
を
以
て
螢
い
た
の
も
共
に
宍
人
部
と
忍
坂
（
刑
）
部
と
の
職
務
上
の
親
近
性
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

七
　
お
わ
り
に

以
上
「
目
色
部
眞
時
」
に
つ
い
て
思
い
付
く
ま
ま
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
そ
れ
を
要
約
す
る
と
凡
そ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

（一

j
　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
氏
姓
は
延
暦
十
八
年
勅
に
応
じ
て
本
系
帳
を
提
出
し
た
氏
族
の
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て

　
　
　
『
姓
氏
録
』
に
見
え
る
氏
姓
は
当
時
実
在
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
本
書
に
見
え
る
氏
姓
の
中
に
は
他
の
史
料
に
関
係
氏
名
・
人
名
が
全
く
見
え
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
本
稿

　
　
　
で
考
察
し
た
「
目
色
部
眞
時
」
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
そ
の
実
在
は
疑
う
べ
き
で
は
な
い
。

（
二
）
　
「
目
色
部
眞
時
」
に
就
い
て
先
学
の
言
及
さ
れ
た
所
は
余
り
に
も
乏
少
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
殆
ど
何
も
解
明
さ
れ
て
い

　
　
　
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
三
）
　
「
目
色
部
」
を
文
字
通
り
に
考
え
よ
う
と
し
て
も
如
何
と
も
し
難
い
の
で
「
目
」
は
元
は
「
回
（
因
）
」
で
あ
り
、
「
目

　
　
　
色
部
」
は
元
は
「
回
色
部
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
、
以
後
こ
の
推
測
を
元
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
四
）
　
右
の
推
測
が
当
っ
て
い
る
な
ら
「
マ
シ
コ
ベ
」
は
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
と
改
訓
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
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「目色部眞時」孜（黛）

（
五
）
　
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
か
ら
は
垂
仁
皇
子
イ
ニ
シ
キ
（
印
色
・
五
＋
墳
敷
）
イ
リ
ヒ
コ
が
想
い
迂
ぶ
。
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
は
イ
ニ

　
　
　
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
名
代
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
六
）
　
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
に
関
す
る
記
の
所
伝
か
ら
は
彼
が
侠
山
池
を
は
じ
め
幾
つ
も
の
池
を
造
り
（
河
内
地
方
の
）
開
発
を

　
　
進
め
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
）
　
ま
た
彼
は
記
に
「
坐
二
鳥
取
之
河
上
宮
一
云
々
」
と
記
さ
れ
大
王
（
天
皇
）
に
準
ず
る
尊
貴
な
王
族
と
さ
れ
て
い
る
。

（
八
）
　
（
七
）
と
紀
に
見
え
る
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
所
伝
と
を
併
せ
考
え
る
と
彼
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
持
主
で
あ
っ
た
か
“

　
　
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
皇
嗣
に
擬
せ
ら
れ
る
程
の
有
力
皇
子
で
あ
る
こ
と
、
武
器
・
武
具
と
の
縁
が
深
い
こ
と
で
あ
る
。

（
九
）
　
彼
は
ま
た
川
上
宮
で
劔
一
千
口
（
川
上
部
）
を
作
ら
せ
、
或
は
刀
工
河
上
を
喚
ん
で
大
刀
一
千
口
を
作
ら
せ
、
こ
の
時
楯

　
　
部
以
下
十
箇
品
部
（
武
器
・
武
具
の
製
作
に
か
か
わ
る
も
の
多
し
）
を
賜
っ
た
。

（
十
）
　
一
千
口
の
大
刀
は
や
が
て
忍
坂
邑
を
経
て
石
上
神
宮
に
移
蔵
さ
れ
、
物
部
氏
が
そ
の
管
理
に
当
た
っ
た
。

（
十
一
）
「
川
上
」
と
古
代
製
鉄
業
の
関
係
が
深
い
こ
と
、
ま
た
、
河
上
宮
で
定
め
た
河
上
部
は
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
名
代
部

　
　
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
彼
に
は
イ
ニ
シ
キ
ベ
と
河
上
部
の
二
つ
の
名
代
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
ど

　
　
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
か
。
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
に
は
「
眞
時
」
が
接
合
し
て
称
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
「
イ
ニ

　
　
シ
キ
ベ
」
は
刀
劔
鍛
造
に
必
要
な
聖
火
を
太
陽
か
ら
取
っ
て
炭
火
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
実
際
に
刀
劔
を
鍛
造
す
る
河
上
部

　
　
に
供
給
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
は
「
河
上
部
」
と
協
同
し
て
刀
劔
鍛
造
に
従
事
し
た
と
推
測
し
た

　
　
　
い
。
想
像
を
逞
し
く
し
す
ぎ
に
嫌
は
あ
る
が
、
大
方
諸
賢
の
御
批
判
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

（
十
二
）
「
眞
時
」
を
考
え
る
に
当
た
り
、
七
支
刀
銘
文
中
の
「
五
月
十
六
日
丙
午
正
陽
」
を
参
照
し
、
太
陽
か
ら
聖
火
（
金
属
器
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鋳
・
鍛
造
用
）
を
採
る
に
最
適
の
時
を
「
眞
時
」
と
考
え
、
そ
の
採
火
が
「
イ
ニ
シ
キ
ベ
」
の
職
務
と
推
定
し
た
の
で
あ

る
。

（
十
三
）
「
裸
伴
」
を
「
鞘
無
し
（
裸
）
の
刀
身
一
千
口
（
伴
）
」
と
考
え
　
刀
身
の
防
錆
の
為
猪
膏
を
以
て
定
期
的
に
手
入
れ
を

　
　
　
す
る
も
の
が
忍
坂
邑
の
武
器
庫
に
付
設
さ
れ
た
忍
坂
（
刑
）
部
で
あ
る
と
考
え
た
。
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
が
賜
っ
た
十
箇

　
　
　
の
品
部
の
中
の
神
刑
部
は
即
ち
是
で
あ
る
。

（
十
四
）
「
イ
ニ
シ
キ
」
の
語
義
は
何
か
。

　
　
　
「
イ
ニ
シ
キ
」
↓
「
イ
シ
キ
」
↓
「
ジ
キ
」
の
転
誰
は
「
イ
テ
ハ
」
↓
「
テ
ハ
」
↓
「
デ
ハ
」
、
「
イ
サ
マ
」
↓
「
サ
マ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
キ

　
　
　
↓
「
ザ
マ
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
「
イ
ニ
シ
キ
」
は
「
斎
食
」
で
神
饒
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
イ
ニ
シ
キ
」

　
　
　
イ
リ
ヒ
コ
は
そ
の
名
か
ら
し
て
尊
貴
な
王
族
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

一44一

註

（
1
）

（
2
）

（
3
V

「
日
本
後
紀
」
延
暦
十
八
年
十
二
月
戊
戌
条

勅
。
天
下
臣
民
、
氏
族
已
衆
、
或
源
同
流
別
、
或
宗
異
姓
同
。
欲
レ
線
二
譜
牒
一
、
多
経
二
改
易
一
。
至
レ
検
二
籍
帳
一
難
レ
弁
二
本
枝
一
。
宜
下
布
一
」
告
天
王

命
ウ
進
二
本
系
帳
一
。
三
韓
諸
蕃
亦
同
。
但
令
レ
載
二
始
租
及
別
祀
等
名
一
、
勿
レ
列
一
枝
流
井
継
嗣
歴
名
一
。
若
元
出
二
干
貴
族
之
別
一
者
、
宜
下
取
；
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

中
長
者
署
二
、
由
ガ
レ
之
、
凡
厭
氏
姓
、
攣
多
一
假
濫
一
。
宜
レ
在
一
確
実
一
。
勿
レ
容
一
詐
冒
一
。
来
年
八
月
光
日
以
前
、
惣
令
二
進
了
一
。
便
編
入
録
。
如

事
違
二
故
記
一
、
及
過
二
厳
程
一
者
、
宜
下
原
レ
情
科
処
永
勿
中
入
録
上
。
凡
庸
之
徒
、
惣
集
爲
レ
巻
、
冠
蓋
之
族
勇
一
別
成
一
レ
軸
焉
。

そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と
和
泉
諸
蕃
二
十
氏
の
中
（
一
）
栗
栖
首
（
二
）
凡
人
中
家
（
三
）
信
太
首
（
四
）
取
石
造
の
四
氏
は
他
の
史
料
に
見
え
な

い
。
栗
田
（
一
八
三
五
ー
九
九
）
の
没
後
一
年
で
刊
行
さ
れ
た
（
明
治
三
三
年
）
　
「
姓
氏
録
」
研
究
の
古
典
と
し
て
今
日
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。



「目色部眞時」孜（黛）

（
4
）
太
田
（
一
八
八
四
－
一
九
五
六
）
の
大
著
で
、
本
書
を
凌
駕
す
る
も
の
は
今
後
と
も
現
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
個
別
研
究
で
は
本
書
を
超
え
る
も

　
　
の
は
多
い
が
）
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
入
手
し
難
い
が
、
昭
和
三
十
八
年
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
5
）
　
「
本
文
篇
」
　
「
考
謹
篇
」
　
（
六
巻
）
　
「
索
引
・
論
考
篇
」
全
八
巻
の
大
著
。
昭
和
三
十
七
年
～
五
十
九
年
に
か
け
て
刊
行
。
　
（
3
）
を
ふ
ま
え
、

　
　
以
後
の
研
究
成
果
を
広
く
盛
り
込
ん
だ
労
作
。

（
6
）
　
（
4
）
太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
三
」

（
7
）
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
一
世
代
後
と
さ
れ
る
倭
建
命
・
若
帯
日
子
命
（
成
務
）
の
名
代
が
建
部
・
若
帯
部
で
あ
る
と
す
る
説
は
後
世
の
付
会
と
し

　
　
て
今
日
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ニ
シ
キ
ベ
を
イ
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
名
代
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
8
）
　
「
神
名
式
』
に
は
当
社
と
は
別
に
狭
山
神
社
も
見
え
、
現
在
は
狭
山
神
社
の
境
内
地
に
狭
山
堤
神
社
が
鎮
座
す
る
が
、
堤
社
の
創
建
地
は
不
明
で

　
　
あ
る
（
「
式
内
社
調
査
報
告
四
」
）
。

（
9
）
　
（
8
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
繹
六
』
一
〇
頁
を
参
照
し
、
私
見
を
以
て
（
1
）
（
2
）
を
加
え
た
。

（
1
1
）
　
『
古
事
記
伝
』
十
八
に

　
　
ハ
ジ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
タ
メ

　
　
首
（
神
武
段
の
最
初
）
よ
り
是
（
五
瀬
没
）
ま
で
は
、
五
瀬
命
天
皇
に
坐
ば
、
上
．
件
の
事
は
皆
此
命
へ
係
れ
り
。
　
〔
故
．
此
，
次
よ
り
更
て
、
故
．

　
　
神
倭
伊
波
令
毘
古
命
云
々
と
い
へ
り
〕
　
（
筑
摩
版
全
集
第
十
巻
三
四
六
頁
）

（
1
2
）
　
「
十
箇
品
部
」
の
中
、
一
見
し
て
武
器
・
武
具
に
係
る
こ
と
の
明
ら
か
な
の
は
（
1
）
楯
部
（
3
）
神
弓
削
部
（
4
）
神
矢
作
部
（
1
0
）
太
刀
侃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ツ
マ
キ
タ
チ
カ
タ
　
　
ア
シ
ギ
ヌ
マ
キ
ヌ
ノ
マ
キ

　
　
部
の
四
つ
で
あ
る
が
、
　
（
2
∀
委
文
部
は
『
延
喜
太
神
宮
式
・
木
工
寮
式
』
に
供
神
料
と
し
て
「
倭
文
纒
刀
形
く
緬
纒
布
纒
亦
同
V
し
と
見
え
る
。

　
　
摸
擬
刀
劔
の
柄
を
倭
文
布
（
三
寸
）
で
巻
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
（
5
）
大
穴
磯
部
は
『
延
喜
神
名
式
』
大
和
国
城
上
郡
「
穴
師
坐
兵
王
神
社
」

　
　
　
「
穴
師
大
兵
主
神
社
」
に
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
　
「
兵
王
神
」
は
中
国
山
東
省
の
地
方
神
で
所
謂
蕃
神
で
あ
る
。
播
磨
国
飾
磨
郡
の
「
射
楯
兵
主
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ほ
こ

　
　
社
」
の
祭
神
は
射
楯
神
・
兵
主
神
で
あ
る
が
、
後
者
の
神
体
は
「
日
矛
」
と
伝
え
る
。
　
「
穴
師
坐
丘
ぐ
王
」
　
「
穴
師
大
兵
主
」
両
社
に
係
る
「
大
穴

　
　
磯
部
」
は
「
兵
主
神
」
　
「
日
矛
」
に
縁
の
深
い
「
矛
（
槍
）
」
の
製
作
に
携
わ
っ
た
品
部
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
（
6
）
泊
橿
部
は
宮
内
省
土
工
司

　
　
の
伴
部
「
泥
部
」
を
集
解
に
「
波
都
加
此
乃
友
造
」
と
あ
る
か
ら
泊
橿
部
は
土
作
・
造
瓦
を
職
と
し
、
刀
劔
鍛
造
の
作
業
場
の
防
火
施
設
を
担
当

　
　
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
7
）
玉
作
部
は
玉
造
即
ち
攻
玉
の
職
業
部
で
あ
る
が
、
硬
玉
の
原
石
は
砥
石
で
磨
か
れ
た
（
新
潟
県
糸
魚
川
市
長
者
ヶ
原

　
　
遺
跡
）
。
玉
作
部
は
そ
の
技
法
を
刀
劔
の
研
磨
に
も
活
用
し
た
の
で
「
タ
マ
ス
リ
ベ
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
　
（
8
）
神
刑
部
は
猪
膏
を
以
て
刀
劔
を

　
　
螢
く
こ
と
を
職
と
す
る
（
六
　
「
川
上
部
」
　
（
裸
伴
）
に
つ
い
て
を
参
照
）
。
　
（
9
）
日
置
部
　
宮
内
省
主
殿
寮
の
伴
部
（
殿
部
）
の
負
名
氏
五

一45一
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氏
（
日
置
・
子
部
・
車
持
・
笠
取
・
鴨
）
の
中
の
日
置
氏
の
部
民
で
、
主
殿
寮
の
職
掌
の
う
ち
燈
燭
・
松
柴
・
炭
煉
を
担
当
し
た
。
こ
れ
か
ら
推

　
　
察
す
る
と
、
日
置
部
は
剣
な
ど
武
器
鍛
造
の
際
の
炭
の
焼
成
に
当
っ
て
い
た
も
の
か
、
と
す
る
説
が
あ
る
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書

　
　
紀
上
」
補
注
6
i
十
四
）
及
び
下
文
「
四
　
眞
時
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

（
1
3
）
　
（
1
2
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
）
埴
田
は
粘
土
質
の
田
か
。
　
（
8
）
の
狭
山
堤
神
社
の
鎮
座
地
大
阪
狭
山
市
半
田
は
「
埴
田
」
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
崇
神
紀
六
十
二
年
の
「
多
開
二
池

　
　
溝
一
」
は
狭
山
池
築
造
に
係
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
1
5
）
　
「
大
阪
府
の
地
名
」
　
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
怨
泉
南
郡
阪
南
町
　
自
然
田
村
の
項
。

（
1
6
）
同
右
。
桑
畑
村
の
項
。

（
1
7
）
　
「
日
本
神
話
事
典
」
で
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
古
来
氾
濫
を
繰
り
返
す
暴
れ
川
斐
伊
川
を
象
徴
し
た
水
神
と
す
る
説
を
挙
げ
て
い
る
。

（
1
8
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
続
日
本
紀
三
」
補
注
2
4
1
八

（
1
9
）
日
本
思
想
大
系
「
古
事
記
」
　
（
垂
仁
段
頭
註
）

（
2
0
）
　
「
古
事
記
伝
」
二
十
四
巻

（
2
1
）
　
「
國
史
大
辞
典
1
0
」
　
「
な
し
ろ
・
こ
し
ろ
」
の
項
「
御
名
代
部
名
一
覧
（
ほ
ぼ
確
か
な
も
の
に
限
る
）
」

（
2
2
）
直
木
孝
次
郎
「
大
化
前
代
に
お
け
る
美
濃
に
つ
い
て
」
　
（
「
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
」
）

（
2
3
）
　
「
國
史
大
辞
典
9
」
　
「
た
け
る
べ
」
　
佐
伯
有
清
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
　
考
讃
篇
第
二
」
　
「
右
京
皇
別
下
　
建
部
公
」
参
照
。

（
2
4
）
拙
稿
「
伊
福
部
小
考
」
　
（
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
　
一
〇
〇
号
）

（
2
5
＞
名
代
部
が
同
一
人
に
つ
い
て
「
人
名
十
部
」
と
「
宮
名
十
部
」
と
二
種
あ
る
例
を
他
に
知
ら
な
い
。
そ
の
検
出
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
2
6
）
佐
伯
有
清
「
七
支
刀
と
広
開
土
王
碑
」
　
（
吉
川
弘
文
館
）
に
依
る
。

（
2
7
）
　
（
2
6
）
に
同
じ
。

（
2
8
）
日
置
部
に
つ
い
て
は
既
に
註
（
1
2
）
の
（
9
）
で
触
れ
た
。

（
2
9
V
　
「
鹿
児
島
県
の
地
名
」
　
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
4
7
）

（
3
0
）
　
（
2
2
）
に
同
じ
。

（
3
1
V
前
之
園
亮
一
「
刑
部
の
職
掌
・
起
源
と
宍
人
部
・
猪
使
部
・
河
部
に
つ
い
て
」
　
（
共
立
女
子
短
期
大
学
文
科
紀
要
　
4
1
号
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

　
　
き
い
。
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〔
付
記
〕
雄
略
紀
二
年
十
月
条
に
見
え
る
「
河
上
舎
人
部
」
に
関
連
し
て
は
近
江
国
高
嶋
郡
川
上
郷
（
和
名
抄
）
・
近
江
国
犬
上
郡
人
川
上
舎
人
名
雄

　
　
　
代
実
録
貞
観
四
年
七
月
廿
七
日
条
）
と
本
稿
で
考
察
し
た
「
河
（
川
）
上
」
の
こ
と
が
思
い
併
さ
れ
る
が
、
後
考
を
期
し
た
い
。

（
三

（
史
学
科
　
教
授
）
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